令和６年５月
研究開発部門長 各　位　　　　　　
　公益社団法人 京都工業会
技術・教育委員会
＜令和６年度＞
R&D問題懇話会　ご案内
グローバル競争が激化する今日、新たな事業革新の中心として、R&D部門の重要性がますます高まっております。
このような中、本会・R&D問題懇話会では、研究開発に関する課題の共有化や先進企業の事例研究を通し、業務の効率化を目指し、活発な活動を展開いたしております。
　　　今年度は、新型コロナウィルスの位置付けが、昨年5月以降、「５類相当」に引き下げられましたが、必要に応じて、入口でのアルコール消毒の設置、高性能空気清浄機の設置など、やむ得ない場合は、ＺＯＯＭも併用した対応で、下記により開催いたします。
つきましては、貴社におかれましても、今後のR&Dマネジメントに活用いただければ幸いに存じます。
記
対　象
研究・開発関連部門長及び同位に準ずる管理職
目　的
内外の事例研究を通し、参加各社のＲ＆Ｄ戦略の深耕を図る
運　営
(Ｒ＆Ｄ戦略関連の諸問題について意見・情報交換及び討議を行なう

(先進企業・施設訪問、講演会を行なう

(ヒューマンネットワークの構築
《メンバーの意見・希望を取り入れながら年度幹事と事務局が相談の上、計画・運営いたします。》
年会費　京都工業会・会員企業 ６６,０００円/１名（60,000円＋10％対象 消費税額 6,000円込）

一般企業 ９９,０００円/１名（90,000円＋10％対象 消費税額 9,000円込）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※懇親会費用や例会によっては特別会費をいただきます）
申　込
本会HP（https://www.kyokogyo.or.jp/seminar_detail.php?id=481）もしくは、添付申込用紙に必要事項を記入いただき、FAX（075－353－0065）にて、6月25日（火）までにお申込ください。

申込締切６月２５日　ＦＡＸ ０７５－３５３－００６５
令和６年度 R&D問題懇話会 参加申込書
ご記入いただいたデータは、『Ｒ＆Ｄ問題懇話会』活動に必要な場合のみ利用させていただきます。
会社名


所在地（〒　　　　　　　　　　　　　）

	氏　　名
	所属・役職
	ＴＥＬ　・　ＦＡＸ　・　Ｅ－ＭＡＩＬ

	
	
	上記住所と異なる場合は、住所もご記入下さい。：
ＴＥＬ：
ＦＡＸ：
Ｅ－ＭＡＩＬ：


公益社団法人 京 都 工 業 会　　御　中
ご参考：昨年度（令和５年度）活動内容　抜　粋（※現地開催及び会場参加、ZOOM参加・併用で実施）
意見・情報交換　「R&D人材の採用への取り組み」　「R&D人材の育成とベテラン社員のモチベーション向上への取り組み」
 「DX（デジタルトランスフォーメーション）への取り組み」
一泊視察　鍋屋バイテック㈱「ＢＩ―「ＴＥＣＨ：伝統技術×新技術で躍進」
（岐阜県下） ㈱VRテクノセンター「地域産業の高度化（デジタル化・ロボット活用）をサポート」　　　　  ㈱イマオコーポレーション「標準機械部品のリーディングカンパニー～人と機械をアイデアで結ぶ～」
企業・施設訪問　国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構 関西光量子科学研究所「近年の量子科学研究について」
　　　　　　　  ダイキン工業㈱テクノロジーイノベーションセンター「オープンイノベーションへの取り組み」
　　　　　　　 　東レ㈱未来創造研究センター「戦略的オープンイノベーションの推進」
講　　　演
「脱炭素への行政機関としての取り組み」
近畿経済産業局 　カーボンニュートラル推進室長　織田 貴士氏
参画企業　㈱イシダ、ＮKＥ㈱、オムロン㈱、尾池アドバンストフィルム㈱、京都機械工具㈱、グンゼ㈱
サンコール㈱、シーシーエス㈱、㈱ＧＳユアサ、㈱島津製作所、㈱SCREENホールディングス、星和電機㈱
第一工業製薬㈱、TOWA㈱、㈱ナベル、ニチコン㈱、日新電機㈱、日東精工㈱
NISSHA㈱、日本新薬㈱、福田金属箔粉工業㈱、㈱堀場製作所、マクセル㈱、三菱ロジスネクスト㈱

村田機械㈱、㈱村田製作所、㈱ユー・エム・アイ
令和６年度 活　動　予 定　　※例会のご案内はE-メールを利用いたします。
	回
	と　　　き
	と　こ　ろ
	内　　　　　　　容

	１
	７月２日（火）
１４：１５～１６：４５

	㈱GSユアサ

	■㈱GSユアサ 本社訪問
（京都市南区吉祥院西ノ庄猪之馬場町1）
テーマ「車載用リチウムイオン電池の動向」(仮題)
◎設立:20０４年　◎資本金 100億円 ◎従業員数：１３,３０５名
◎事業: 電池、電源装置、照明機器、特機及びその他の電気機器

	
	１７：１５～１９：３０
	懇親交流会（京都市内）
	

	２
	８月１９日(月)
１４：１５～１６：４５
	京都工業会
＜ZOOM参加も可＞
	■グループ討議
　グループ＜A＞「R&D人材の教育（若手・再雇用）と生産性向上」
　　　　　　　　　　　　　～モチベーション、離職対応～

　グループ＜Ｂ＞「AIの活用状況」
～生成AI、マテリアルズインフォマティクス（MI）～
 グループ＜Ｃ＞「環境対応」
　　　　　　　　　　～脱炭素、（ＧＸ、ＣN（カーボンニューラル）とエシカル商品の開発等～

	
	１７：３０～１９：３０
	懇親交流会（京都市内）
	

	３
	１０月３日（木）
１４：１５～１６：４５
	オムロン㈱

	■オムロン㈱本社訪問
（京都市下京区塩小路通堀川東入）
テーマ「オムロンが目指す両利きの経営」 (仮題)

◎設立:19４８年　◎資本金：６４１億円　
◎グループ従業員数：連結約２８,０３４名（国内：9,988人　海外：18,046人)
◎事業:制御機器、電子機器、電子決済システム、FA、交通システム等

	
	１７：１５～１９：３０
	懇親交流会（堺市内）
	

	４
５
６
	１１～２月
	～企業視察（一泊研修を含めて）及び研究所訪問等を調整中～


【事務局】
公益社団法人 京 都 工 業 会　事務局次長　西岡誠司、事務局次長 兼 業務課長　宮田哲也
〒６００－８００９　京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78（京都経済センター６F）

（ＴＥＬ）０７５－３５３－００６１　 （ＦＡＸ）０７５－３５３－００６５　（Eメール）miyata@kyokogyo.or.jp
